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平成２０年３月期  第３四半期財務・業績の概況（非連結） 

平成 20 年１月 24 日 

上 場 会 社 名 沖縄セルラー電話株式会社 
コ ー ド 番 号  ９４３６ 

上場取引所 ＪＡＳＤＡＱ 
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代  表  者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）起橋 俊男 
問合せ先責任者 （役職名）取締役総務部長 （氏名）仲宗根 朝整 ＴＥＬ（０９８）８６０－３６０８ 
 

 （百万円未満切捨て） 

１．平成 20 年３月期第３四半期の業績（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年 12 月 31 日） 

(1) 経営成績                                （％表示は対前年同四半期増減率） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 
四半期（当期）
純 利 益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円    ％  百万円   ％ 

20 年３月期第３四半期 36,074  (3.8) 8,404 (△5.2) 8,496 (△4.5) 5,201 (△7.2)

19 年３月期第３四半期 34,753  (1.1) 8,865 ( 10.5) 8,897 ( 10.8) 5,604 ( 14.8)

19 年３月期 46,883  － 10,939   － 11,003   －  6,927   － 
 

 
１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

           円   銭           円   銭 

20 年３月期第３四半期  19,022  21 － 

19 年３月期第３四半期  20,497  55 － 

19 年３月期  25,338  15 － 
 
 

(2) 財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％    円   銭  

20 年３月期第３四半期 38,284 32,456 84.8   118,704  18 

19 年３月期第３四半期 33,932 27,868 82.1   101,925  71 

19 年３月期 36,754 29,201 79.5   106,802  09 
 
 

(3) キャッシュ・フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高

 百万円 百万円 百万円  百万円 

20 年３月期第３四半期 6,289 △6,317 △1,909 2,132 

19 年３月期第３四半期 5,965 △5,591 △1,728 4,210 

19 年３月期 9,386 △8,963 △1,918 4,069 
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２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期 末 年 間 

           円   銭           円   銭           円   銭 

19 年３月期   2,500  00   3,500  00   6,000  00 

  20 年３月期（実績）   3,500  00  

  20 年３月期（予想）    3,500  00 

  7,000  00 

 
 
３．平成 20 年３月期の業績予想（平成 19 年４月 1日 ～ 平成 20 年３月 31 日）【参考】 

                                   （％表示は対前期増減率） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

百万円  ％  百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％  円   銭  

通 期 
48,100（2.6）  10,500（△4.0）  10,600（△3.7）  6,600（△4.7） 24,138  69  

 
 
４．その他 

(1) 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 

(2) 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 有 
 
（注）詳細は、７ページ「【定性的情報・財務諸表等】４．その他」をご覧ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
平成 20 年３月期の業績予想は、「平成 20 年３月期 中間決算短信（非連結）」（平成 19 年 10 月 18

日付）において公表した金額より変更しております。 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、

７ページ「【定性的情報・財務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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【定性的情報・財務諸表等】 
 

１． 経営成績に関する定性的情報 

わが国経済は、企業収益、雇用情勢の改善に足踏みがみられるものの、設備投資や生産は緩やかに増

加しており、景気は回復基調を保っておりますが、サブプライム住宅ローン問題を背景とする金融資本

市場の変動や原油価格の動向が内外経済に与える影響等には留意する必要があります。 

また、当社業務区域の沖縄県の経済においては、個人消費が堅調に推移しており、観光も引き続き好

調を維持しているなど、景気は緩やかに拡大を続けております。 

この間、国内の携帯電話加入者（PHS 除く）は平成 19 年 12 月末時点で 100,525 千契約（前期末比 3,807

千契約増）、沖縄県では 916 千契約（前期末比 30 千契約増）となり、携帯電話市場の成熟化とお客様ニ

ーズが多様化する中、各携帯電話事業者は、基本使用料の割引サービスの拡充や、携帯電話の新しい販

売方法を導入するなど、事業者間のお客様獲得に向けた競争環境は、より厳しいものとなっております。 

このような情勢のもと、平成 20 年３月期第３四半期（平成 19 年４月１日～平成 19 年 12 月 31 日）に

おける当社の経営成績は、以下のとおりであります。 

 

【業績等の概要】                                （単位：千円） 

 平成 19 年３月期 

第３四半期 

平成 20 年３月期 

第３四半期 
増減 増減率 

営 業 収 益 34,753,478 36,074,730 1,321,252 3.8％

営 業 利 益 8,865,915 8,404,222 △461,692 △5.2％

経 常 利 益 8,897,047 8,496,216 △400,831 △4.5％

四半期純利益 5,604,439 5,201,052 △403,386 △7.2％
 

当第３四半期における損益状況につきましては、営業収益は 36,074,730 千円（前年同期比 3.8％増）、

営業利益は 8,404,222 千円（前年同期比 5.2％減）、経常利益は 8,496,216 千円（前年同期比 4.5％減）、

四半期純利益は 5,201,052 千円（前年同期比 7.2％減）となりました。 

営業収益については、１契約者あたりの月間平均収入（ARPU(注 1））が 169 円減少（前年同期比 2.4％

減）して 6,994 円となったものの、累計契約数が 18,100 契約増加（前年同期比 4.1％増）したことから、

全営業収益の約８割を占める電気通信事業営業収益（通話料・通信料収入）は、前年同期と比較して

775,039 千円増加（2.7％増）し、28,962,087 千円となりました。また、附帯事業営業収益（主として携

帯電話端末の売上）は、前年同期と比較して 546,212 千円増加（8.3％増）し、7,112,643 千円となりま

した。 

営業利益については、携帯電話の機種変更の増加により販売手数料が増加するなど、電気通信事業の

営業費用が前年同期と比較して 1,396,242 千円増加（7.2％増）したことから、営業利益全体としては前

年同期比 461,692 千円減少し、8,404,222 千円となりました。 

注1）ARPU(Average Revenue Per Unit)：１契約あたりの月間平均収入。音声・データ両サービスにおいて算出。 
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【事業の状況】 

＜契約数＞ 

 
平成19年３月期

第３四半期 

平成20年３月期

第３四半期 
増減 増減率 

純増数 14,000 8,300 △5,700 △40.5％

累計契約者数 437,400 455,500 18,100 4.1％

 うち「CDMA 1X WIN」 187,900 266,800 78,800 42.0％

EZweb(注2）契約者数 359,900 379,600 19,700 5.5％

注2）EZweb：auが提供する携帯電話によるインターネット接続サービスの名称。 

※ 契約数には、通信モジュールサービスの契約数も含まれております。 

※ 百契約未満を四捨五入して表示しております。 

 

＜解約率・機種変更率・ARPU＞ 

 
平成19年３月期

第３四半期 

平成20年３月期

第３四半期 
増減 増減率 

解約率(注3) 0.84％ 0.81％ △0.02ﾎﾟｲﾝﾄ 

 ポストペイド(注4)解約率 0.79％ 0.75％ △0.04ﾎﾟｲﾝﾄ 

機種変更率(注5) 3.28％ 3.60％ 0.32ﾎﾟｲﾝﾄ 

総合ARPU 7,163円 6,994円 △169円 △2.4％

音声ARPU 5,432円 5,090円 △342円 △6.3％ 

データARPU 1,731円 1,904円 173円 10.0％

注3）解約率：対象期間の当月解約数を、対象期間の前月末累計契約者数で除したもの。 

注4）ポストペイド：ご利用料金後払い方式による携帯電話サービス。 

注5）機種変更率：対象期間の当月機種変更数を、対象期間の前月末累計契約者数で除したもの。 
 

当第３四半期における事業の状況につきましては、au携帯電話の新しい販売方法とそれに付随した新

料金プランの導入や、au携帯電話のラインナップとサービスの充実、ネットワーク品質の向上等、お客

様重視のサービスに取り組んだ結果、累計契約数が前第３四半期末より 18,100 契約増の 455,500 契約、

EZweb契約者数が 19,700 契約増の 379,600 契約となりました。 

解約率については、ポストペイドの解約率が前年同期比 0.04 ポイント減の 0.75％と改善しております。 

機種変更率については、デザインにこだわった機種や「ワンセグ(注 6)」搭載機種の拡充などにより、

前年同期比 0.32 ポイント増の 3.60％となりました。 

ARPUについては、音声APRUが『誰でも割』の影響を主因として前年同期比 6.3％減の 5,090 円となった

ものの、データARPUが第三世代携帯電話『CDMA 1X WIN』の契約数の増加、ならびにパケット通信料定額

サービスへの加入増により、前年同期比 10.0％増の 1,904 円となり、結果、総合ARPUは前年同期比 2.4％

減の 6,994 円となりました。 

注 6）「ワンセグ」は社団法人地上デジタル放送推進協会の商標です。 
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≪主なトピックス≫（平成 19 年 10 月１日～平成 19 年 12 月 31 日） 

【au携帯電話】 

・「ワンセグ」など最新機能の搭載により、進化した「au design project」第７弾モデル『INFOBAR ２』

の発売。 

・薄さ14.2mmのスリムボディに有機ELディスプレイと高画質技術を搭載し、美しい「ワンセグ」映像

が楽しめる『Wooo(注7)ケータイW53H』の発売。 

注7）「Wooo」は株式会社日立製作所の登録商標です。 

・超薄型9.9mm、カードサイズのコンパクトボディを実現した『W55T』の発売。 

・データ通信カードとして国内最速の上り最大1.8Mbpsを実現したWINデータカード『W04K』、『W05K』

の発売。 

上記を含めて「CDMA 1X ＷＩＮ」７機種「CDMA 1X」２機種を発売いたしました。 

 

【『au買い方セレクト』の導入】 

お客様がau携帯電話を購入いただく際に、２つの購入方法を選択できる『au買い方セレクト』を導入

いたしました。 

・『フルサポートコース』：au携帯電話をご購入する際に、購入金額の一部（税込21,000円）を補助す

る『購入サポート』や『auポイントプログラム』のポイント付与率がアッ

プするなどの特典が付与されます。 

※フルサポート契約期間中に、新たに携帯電話購入もしくは解約・一時休止

を行った場合は、フルサポート契約期間に応じた解除料がかかります。 
 

・『シンプルコース』    ：『購入サポート』などの特典はありませんが、月々の利用料金が低廉な『シ

ンルプラン』をお選びいただけます。 

※『シンプルプラン』以外の料金プランもお選びいただけます。 

 

【料金サービス】 

・「CDMA １X」の料金を「CDMA １X WIN」の料金プランと統一し、よりわかりやすくシンプルにいたし

ました。 

・『au買い方セレクト』の導入に合わせて、利用料金がお得な２種類の『シンプルコース』専用プラン

として『シンプルプランL（基本使用料（税込）：2,625円/月）』、『シンプルプランS（基本使用料（税

込）：1,050円/月）』を導入いたしました。 

※『フルサポートコース』で期間満了の方、フルサポート解除料をご精算済みの方もご選択いただけます。

・『W05K』専用のPC、PDA向けデータ通信定額プラン『WINシングル定額』を導入いたしました。 

 

【新サービス】 

・au携帯電話の歩行者向けナビゲーションサービス『EZナビウォーク』において、GPS測位、検索結果

等の利用履歴を利用した新メニュー「ナビログ」を提供開始いたしました。GPS測位を利用したメニ

ューでは歩く速度を計算し、より最適なルート検索ができます。 

 ・au携帯電話上で作成したはがきをそのまま郵送できるサービス『EZケータイPOST』の提供を開始い

たしました。 

 ・『au買い方セレクト』の導入に合わせ、au携帯電話を安心して長くご利用いただけるようアフターサ

ービスの充実を図る月額会員制サービス『安心ケータイサポート』を導入いたしました。 
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２．財政状態に関する定性的情報 

【財政状況】                                  （単位：千円） 

 平成 19 年３月期 

第３四半期末 

平成 20 年３月期 

第３四半期末 
増減 

総  資  産 33,932,718 38,284,060 4,351,341

負    債 6,064,191 5,827,963 △236,227

 有 利 子 負 債 187,500 － △187,500

純  資  産 27,868,526 32,456,096 4,587,569

自 己 資 本 比 率 82.1％ 84.8％ 2.7ﾎﾟｲﾝﾄ
 

財政状況につきましては、総資産は前年同期と比較して 4,351,341 千円増加（12.8％増）の 38,284,060

千円となり、負債は前年同期と比較して 236,227 千円減少（3.9％減）の 5,827,963 千円となりました。

また、純資産は四半期純利益の計上等による利益剰余金の増加により、前年同期と比較して 4,587,569

千円増加（16.5％増）の 32,456,096 千円となりました。以上の結果、自己資本比率は前年同期の 82.1％

から 84.8％に上昇いたしました。 

 

【キャッシュ・フローの状況】                                                    （単位：千円） 

 平成 19 年３月期 

第３四半期 

平成 20 年３月期 

第３四半期 
増減 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,965,048 6,289,463 324,415

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,591,650 △6,317,493 △725,843

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,728,380 △1,909,158 △180,778

現金及び現金同等物の増減額 △1,354,981 △1,937,188 △582,206

現金及び現金同等物の期首残高 5,565,783 4,069,441 △1,496,342

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,210,802 2,132,253 △2,078,548

フリー・キャッシュ・フロー 373,398 △28,029 △401,428

  （注）フリー・キャッシュ・フローは「営業活動によるキャッシュ・フロー」と「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の合計であります。 
 

当第３四半期における現金及び現金同等物につきましては、たな卸資産の減少等があったものの、親

会社であるKDDI株式会社への短期貸付金による支出の増加や配当金の支払額の増加等の要因により、前

年同期と比較して 2,078,548 千円減少（49.4％減）し、当四半期末には 2,132,253 千円となりました。 

また、当第３四半期における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務や税引前四半期純利益の減少があったものの、たな

卸資産や売上債権が減少したこと等の要因により、前年同期と比較して 324,415 千円増加(5.4％増)し、

6,289,463 千円の収入となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、KDDI株式会社への短期貸付金の回収による収入や有形固定資

産の取得による支出の減少等があったものの、KDDI株式会社への短期貸付金による支出が増加したこと

により、前年同期と比較して 725,843 千円支出が増加(13.0％増)し、6,317,493 千円の支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済や社債の償還が前事業年度に完了したため

支出が減少したものの、配当金の支払額が増加したことにより、前年同期と比較して 180,778 千円支出

が増加(10.5％増)し、1,909,158 千円の支出となりました。 
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３．業績予想に関する定性的情報 

(1）当期の見通し 

国内携帯電話事業の競争環境は携帯電話市場の成熟化と、お客様ニーズの多様化に伴い、一層厳しい

ものとなりましたが、当社はご契約いただいているお客様をはじめ、あらゆるステークホルダーにご満

足していただけるよう、「トータル カスタマー サティスファクション（TCS）」活動を一層推進し、KDDI

グループとの強力な連携のもと、商品力の強化と質の高いサービスの提供を行い、ブランド力の強化に

努めてまいります。さらに、経営全般にわたる経費の効率化と更なる業務の合理化に努め、企業収益の

確保と競争力のある経営基盤を築き、電気通信事業を通して地域社会の発展に貢献すべく、全社を挙げ

て取り組んでまいります。 

通期の業績予想につきましては、昨年 10 月 18 日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正いたし

ます。営業収益については、１契約者あたりの月間平均収入（ARPU）の減少により電気通信事業営業収

益が減少すると見込まれるものの、携帯電話端末の販売台数の増加並びに販売単価の上昇により附帯事

業営業収益が増加すると見込まれるため、結果として営業収益全体では前回公表と比較して 300,000 千

円増加の 48,100,000 千円に修正いたします。営業利益については、携帯電話の機種変更の増加により販

売手数料が増加するなど、電気通信事業営業費用の増加が見込まれるため、前回公表と比較して 900,000

千円減少の 10,500,000 千円に修正いたします。 

（単位：千円） 

 前回発表予想 

（平成19年10月18日公表） 

(Ａ) 

今回修正予想

（Ｂ） 

増減額 

（Ｂ－Ａ） 
増減率 

（ご参考） 

前年通期実績

営 業 収 益 47,800,000 48,100,000 300,000 0.6％ 46,883,279

営 業 利 益 11,400,000 10,500,000 △900,000 △7.9％ 10,939,761

経 常 利 益 11,500,000 10,600,000 △900,000 △7.8％ 11,003,089

当 期純利 益 7,200,000 6,600,000 △600,000 △8.3％ 6,927,958
 

 

(2）事業等のリスク 

当社が事業を遂行している限り、種々のリスクが伴います。当社におきましては、これらのリスクの

発生を防止、分散することにより、リスクの徹底的な軽減を図っております。 

しかし、例えば、他の事業者や他の技術との競争下において、当社の期待通りの需要が存在し契約数

を維持拡大できるかどうか、通信の秘密及び個人情報・顧客情報の保護を遵守できるかどうか、電気通

信に関する法律、規制の変更または政策決定並びに公的規制等が当社の利益を損なわないかどうか、ま

た、予想を上回る事業の拡大に対して適切かつ十分な人材の確保及び育成を行うことができるかどうか、

さらには、自然災害等によるシステム障害、当社の親会社である KDDI 株式会社が、他の株主の利益に反

する影響力を行使することがあり得ることなどの事項が存在し、当社の財政状態および業績に悪影響を

及ぼす可能性があります。 

 

 

４．その他 

(1) 会計処理の方法における簡便な方法の採用 

該当事項はありません。 

 

(2) 最近事業年度からの会計処理の方法の変更 

詳細は、14、15 ページ「会計方針の変更」をご覧ください。 
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５．(1）四半期貸借対照表（資産の部）

(単位：千円、％)

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

（資産の部）

Ⅰ 固定資産

 Ａ 電気通信事業固定資産

　(1）有形固定資産 ※1

　　１．機械設備 7,437,000 7,219,114 △217,885 8,125,521

　　２．空中線設備 3,452,112 3,574,435 122,322 3,575,699

　　３．市外線路設備 2,497 1,957 △539 2,392

　　４．土木設備 36,125 34,253 △1,871 35,657

　　５．建物 1,694,815 1,663,712 △31,102 1,711,861

　　６．構築物 283,244 262,119 △21,124 286,087

　　７．機械及び装置 40 34 △6 40

　　８．工具、器具及び備品 153,763 181,649 27,886 181,547

　　９．土地 391,106 516,648 125,541 391,106

　　10．建設仮勘定 387,747 1,168,669 780,922 251,733

　　  有形固定資産合計 13,838,452 40.8 14,622,595 38.2 784,142 5.7 14,561,646 39.6

　(2）無形固定資産

　　１．施設利用権 62,803 55,528 △7,274 60,984

　　２．ソフトウェア 32,950 35,819 2,868 41,846

　　３．借地権 2,000 2,000 － 2,000

　　４．電話加入権 4,411 7,255 2,843 4,627

　　  無形固定資産合計 102,166 0.3 100,602 0.3 △1,563 △1.5 109,458 0.3

 　 電気通信事業固定資産合計 13,940,618 41.1 14,723,197 38.5 782,579 5.6 14,671,104 39.9

 Ｂ 投資その他の資産

　　１．投資有価証券 185,940 147,632 △38,308 202,190

　　２．長期前払費用 230,684 256,194 25,510 236,703

　　３．繰延税金資産 496,241 516,282 20,041 486,445

　　４．敷金・保証金 126,796 123,606 △3,190 125,996

62,539 84,065 21,525 67,853

　　　　貸倒引当金 △64,966 △74,406 △9,440 △70,280

 　 投資その他の資産合計 1,037,235 3.0 1,053,374 2.7 16,139 1.6 1,048,908 2.9

 　固定資産合計 14,977,854 44.1 15,776,572 41.2 798,718 5.3 15,720,012 42.8

Ⅱ 流動資産

　　１．現金及び預金 4,210,802 2,132,253 △2,078,548 4,069,441

　　２．売掛金 4,588,041 4,382,577 △205,464 4,612,337

　　３．未収入金 1,001,353 1,079,367 78,014 1,046,975

　　４．貯蔵品 920,873 608,088 △312,785 968,382

　　５．前払費用 108,941 132,539 23,597 68,902

　　６．繰延税金資産 238,938 322,615 83,677 429,071

　　７．関係会社短期貸付金 8,007,940 14,017,911 6,009,970 9,996,153

　　８．その他の流動資産 763 317 △445 －

　　　　貸倒引当金 △122,791 △168,184 △45,392 △156,328

 　流動資産合計 18,954,863 55.9 22,507,487 58.8 3,552,623 18.7 21,034,936 57.2

　資産合計 33,932,718 100.0 38,284,060 100.0 4,351,341 12.8 36,754,949 100.0

(注）記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

区　　分

前事業年度の
要約貸借対照表

(平成19年３月31日)

前第３四半期
会計期間末

(平成18年12月31日)

当第３四半期
会計期間末

(平成19年12月31日)
増　　減

５．その他の投資及び
その他の資産
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５．(1）四半期貸借対照表（負債・純資産の部）

(単位：千円、％)

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

（負債の部）

Ⅰ 固定負債

 　１．退職給付引当金 14,589 － △14,589 8,619

 　２．ポイントサービス引当金 1,057,631 1,106,588 48,957 1,071,688

 　３．その他の固定負債 181,371 94,253 △87,118 126,870

 　固定負債合計 1,253,591 3.7 1,200,841 3.1 △52,749 △4.2 1,207,178 3.3

Ⅱ 流動負債

187,500 － △187,500 －

 　２．買掛金 ※2 674,017 615,990 △58,027 1,122,168

 　３．未払金 ※2 2,082,582 2,194,265 111,683 2,244,952

 　４．未払費用 77,452 82,029 4,577 94,935

 　５．未払法人税等 1,443,500 1,072,500 △371,000 2,432,556

 　６．前受金 229,812 521,785 291,972 345,136

 　７．預り金 63,226 82,914 19,688 7,608

 　８．賞与引当金 44,670 47,660 2,990 87,400

 　９．役員賞与引当金 7,837 9,975 2,137 11,185

 　流動負債合計 4,810,599 14.2 4,627,121 12.1 △183,478 △3.8 6,345,942 17.2

　負債合計 6,064,191 17.9 5,827,963 15.2 △236,227 △3.9 7,553,120 20.5

（純資産の部）

Ⅰ 株主資本

 　１．資本金 1,414,581 4.2 1,414,581 3.7 － － 1,414,581 3.9

 　２．資本剰余金

 　 (1）資本準備金 1,614,991 1,614,991 － 1,614,991

 　  　資本剰余金合計 1,614,991 4.8 1,614,991 4.2 － － 1,614,991 4.4

 　３．利益剰余金

  　(1）利益準備金 64,425 64,425 － 64,425

  　(2）その他利益剰余金

 　 　　別途積立金 18,400,000 23,100,000 4,700,000 18,400,000

  　　　繰越利益剰余金 6,325,163 6,235,794 △89,368 7,648,682

  　 　利益剰余金合計 24,789,589 73.0 29,400,220 76.8 4,610,631 18.6 26,113,107 71.0

 　株主資本合計 27,819,161 82.0 32,429,792 84.7 4,610,631 16.6 29,142,679 79.3

Ⅱ 評価・換算差額等

 　１．その他有価証券評価差額金 49,365 0.1 26,304 0.1 △23,061 △46.7 59,148 0.2

 　評価・換算差額等合計 49,365 0.1 26,304 0.1 △23,061 △46.7 59,148 0.2

　純資産合計 27,868,526 82.1 32,456,096 84.8 4,587,569 16.5 29,201,828 79.5

　負債純資産合計 33,932,718 100.0 38,284,060 100.0 4,351,341 12.8 36,754,949 100.0

区　　分

前事業年度の
要約貸借対照表

(平成19年３月31日)

前第３四半期
会計期間末

(平成18年12月31日)

当第３四半期
会計期間末

(平成19年12月31日)
増　　減

１．１年以内に期限到来の
固定負債
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５．(2）四半期損益計算書

(単位：千円、％)

金額 百分比 金額 百分比 金額 増減率 金額 百分比

Ⅰ 電気通信事業営業損益

  (1）営業収益 28,187,047 81.1 28,962,087 80.3 775,039 2.7 37,683,114 80.4

  (2）営業費用 19,513,574 56.1 20,909,817 58.0 1,396,242 7.2 26,974,006 57.6

　　１．営業費 11,046,300 11,953,823 907,523 15,588,342

　　２．施設保全費 1,244,890 1,440,850 195,959 1,789,985

　　３．管理費 804,020 873,183 69,163 1,077,402

　　４．減価償却費 1,953,829 2,129,797 175,967 2,690,535

　　５．固定資産除却費 55,391 63,512 8,120 72,093

　　６．通信設備使用料 4,140,223 4,167,987 27,763 5,391,650

　　７．租税公課 268,917 280,661 11,744 363,995

　 電気通信事業営業利益 8,673,473 25.0 8,052,269 22.3  △621,203 △7.2 10,709,107 22.8

Ⅱ 附帯事業営業損益

  (1）営業収益 6,566,430 18.9 7,112,643 19.7 546,212 8.3 9,200,165 19.6

  (2）営業費用 6,373,987 18.4 6,760,690 18.7 386,702 6.1 8,969,511 19.1

　 附帯事業営業利益 192,442 0.5 351,952 1.0 159,510 82.9 230,653 0.5

　 営業利益 8,865,915 25.5 8,404,222 23.3  △461,692 △5.2 10,939,761 23.3

Ⅲ 営業外収益 ※1,3 33,377 0.1 91,994 0.3 58,616 175.6 65,776 0.2

Ⅳ 営業外費用 ※2 2,245 0.0 －          －  △2,245 － 2,447 0.0

　 経常利益 8,897,047 25.6 8,496,216 23.6  △400,831 △4.5 11,003,089 23.5

　 税引前四半期（当期）純利益 8,897,047 25.6 8,496,216 23.6  △400,831 △4.5 11,003,089 23.5

　 法人税、住民税及び事業税 3,300,321 9.5 3,196,830 8.9  △103,490 △3.1 4,269,649 9.1

　 法人税等調整額  △7,712 △0.0 98,333 0.3 106,046 －  △194,518 △0.4

　 四半期（当期）純利益 5,604,439 16.1 5,201,052 14.4  △403,386 △7.2 6,927,958 14.8

(注）１．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

　　 ２．百分比は、電気通信事業営業収益と附帯事業営業収益の合計を100％として算出しております。

前事業年度の
要約損益計算書

自 平成18年４月１日
至 平成19年３月31日

区　　分

前第３四半期
会計期間

自 平成18年４月１日
至 平成18年12月31日

当第３四半期
会計期間

自 平成19年４月１日
至 平成19年12月31日

増　　減
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